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〒799-0497愛媛県四国中央市三島宮川４丁目６ー55(四国中央市議会内)  TEL 0896-28-6048

《議会だより編集委員会》

女性議会開催について、市政に対する要望や質問する機会を提供するとともに、女性の

視点からの意見を今後の市政運営に反映させることを目的としております。



議会報告会

議会熱中討論

四国中央市　市議会

～四国中央市議会の啓発活動～

　議会熱中討論とは、市民生活に直結するテーマについて、議員個人の意見や考えを討論する場

のことです。また、その様子を四国中央テレビご協力のもと収録し、ケーブルテレビにて放送す

ることにより、市民の皆さまに議員それぞれの考えを知っていただくためのものでもあります。

　去る５月 17 日（金）「議会熱中討論」を開催し

ました。今回のテーマは「子育て・教育環境の充

実」となっており、四国中央テレビによる司会進

行のもと、テーマに沿ったコミュニティ・スクー

ルや放課後児童クラブについて熱中した討論が行

われました。

　当日の様子はケーブルテレビで近日公開される

予定となっておりますので、ぜひご覧ください。

５月 25 日（土）３会場にて議会報告会を開催しました。
各会場での質疑応答の要約文を掲載しております。

その他の質疑につきましては、

市議会ホームページへ掲載予定です。

土居会場：天満公民館
質問　鳥獣被害の対策について、どのくらいの予算がついているのか。

答弁　全体で約 1,500 万円の予算で対策を講じている。捕獲件数は増加傾向であるが、猟友

　　会の会員数が減少していることもあり、厳しい状況である。

三島会場：松柏公民館

質問　放課後児童クラブについて、 入会を希望する児童が入会できない状況であると聞くが、 その原

　　　因がどのようなものか伺う。

答弁　原因は支援員不足であり、 その対策として、 市報やホームページ、 またハローワークでも支援

　　　員の募集をしている。

川之江会場：金生公民館

質問　金生町川関地区浸水対策事業について、 平成 31 年 10 月完成という予定だったが、 計画

　　　が変更されたと聞いている。 今後どのように進めていくか伺いたい。

答弁　河川の一部を改良することで対策が可能となるということだが、 多大な費用を要することから、

　　　国庫補助金の要請をしているとのことである。



●議案第 49 号　「令和元年度四国中央市一般会計補正予算（第２号）」【所管分】

質問　　漁港海岸整備事業における計画策定業務委託料 2,500 万円の内容について伺う。

答弁　　二名漁港、豊岡漁港、長津漁港、蕪崎漁港、天満漁港の海岸保全施設などを合わせ

　　　て約 3,330 メートルの長寿命化計画を策定するための委託料である。

質問　　社会資本整備総合交付金事業におけるハザードマップ作成委託料 800 万円の内容に

　　　ついて伺う。

答弁　　ハザードマップについては、土砂災害が対象であり、作成箇所については、今年度

　　　からの計画で約３年ほどかけて市内全域を作成することとしている。

　　　　全域のハザードマップは既に作成しているが、平成 26 年広島の土砂災害を受けて、

　　　県がさらに追加で土砂災害警戒区域を指定しており、それを受けて今回更新をかける

　　　ものである。

質問　　霧の森整備事業における実施設計委託料、橋りょう点検委託料、施設整備工事につ

　　　いて、今回の工事の負担割合を伺う。

答弁　　霧の森の負担割合については、

　　　事業費の 20 万円までは㈱やまび

　　　こで負担することになっている。

　　　それ以上については、市が９割で

　　　㈱やまびこが１割の負担割合にな

　　　っている。今回は霧の森ふれあい

　　　館の非常放送設備の修繕に係る設

　　　計業務と改修工事に対し、負担し

　　　ていただくことになっている。

●議案第 50 号　「令和元年度四国中央市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）」

質問　　新宮町全世帯で、簡易水道事業の加入世帯について伺う。

答弁　　簡易水道事業は、新宮には新宮地区簡易水道と新宮地区北東部簡易水道の２つがあ

　　　る。新宮全体の行政戸数 512 戸に対して、２つの簡易水道を合わせた給水対象戸数は

　　　374 戸となっており、行政人口 999 人に対して、給水人口は 746 人である。

産業建設委員会の審査概要

◎苅田　清秀　○山本　照男　　山川　和孝　　川上　賢孝　　　◎委員長
　青木　永六　　曽我部　清　　石川　秀光　　　　　　　　　　○副委員長

※紙面の都合上、質問は抜粋しています

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中

霧の森ふれあい館

　早稲田大マニフェスト研究所（東京）は、2018 年度の自治体ごとの議会改革調査結果を公開しました。全
国 300位までのランキングで、四国中央市議会は 183位（2017 年度 579 位）に入りました。
　調査は、2018 年度は全国の 1447 議会（全自治体の約 81％）から回答があり、情報共有・住民参加・議
会機能強化の３項目を数値化したものです。
　四国中央市議会は、住民参加と議会機能強化の順位が上がりました。議会基本条例を 2018 年に制定し、
事業施行の状況を検証すると明文化したことなどが評価の理由に挙げられました。また、ＩＣＴ（情報通信
技術）の活用によるペーパーレス化や議会報告会に市民が参加しやすい場所と日時での開催、議会報告会の
やりとりをホームページや議会だよりなどで公開、正副議長選挙の立候補制を導入し、所信表明演説の実施
などが評価されました。

四国中央市議会が県内２位に！

議会改革ランキング



●議案第 43号　「四国中央市立学校給食共同調理場設置条例の一部を改正する条例について」

質問　　現給食センターの跡地について、

　　　今後の解体などのスケジュールは。

答弁　　跡地周辺は、港湾法により港湾関

　　　連用地に指定されており、現在は準

　　　工業地域である。保管施設、倉庫、

　　　流通施設、配送センターあるいは港

　　　湾関係の物流流通貿易関係の事務所

　　　などに利用する予定である。今後は

      港湾課とも協議・調整しながら検討

      していきたい。

●議案第 44 号　「四国中央市郷土資料館条例の一部を改正する条例について」

質問　　常設展などの利用料金は。

答弁　　入館料は無料である。ただし年２回程度予定している企画展については、他の博物

　　　館などから所蔵物をお借りしたりするので、企画展によっては入場料をいただくこと

　　　もあると考える。

●議案第 46 号　「四国中央市介護保険条例の一部を改正する条例について」

質問　　消費税増税に対して、国から不足分は入ってくるのか。

答弁　　不足分については、一般会計から 100％繰出金という形で特別会計に繰り入れされ

　　　るが、その財源について、国が２分の１、県が４分の１、市の持ち出しが４分の１と

　　　なっている。

●議案第 49 号　「令和元年度四国中央市一般会計補正予算（第２号）」【所管分】

質問　　歴史考古博物館整備事業の施設用備品が高額であるが、どのような備品なのか。

答弁　　展示用の資料を収蔵する展示ケースが主なものとなっている。それに付随して、展

　　　示台やパネル、プロジェクターなど展示に係る各種備品となっている。

質問　　プレミアム付商品券について、対象者と何枚売れると予想しているのか伺う。

答弁　　対象は、非課税者約１万 7,600 人、３歳未満児約 2,000 人である。枚数については、

　　　実際に申請を受け付けてみないとわかりかねる。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中教育厚生委員会の審査概要

◎眞鍋　幹雄　○吉原　　敦　　飛鷹　裕輔　　三宅　繁博　　　◎委員長
　谷内　　開　　篠永　誠司　　井川　　剛　　　　　　　　　　○副委員長

　本会議での発言を記録した６月定例会の「会議録」を、９月上旬に市役所庁舎棟１階ロビー、各窓
口センター及び市内各図書館に備えます。
　また、市議会ホームページにも全文掲載します。検索も可能ですのでご覧ください。

四国中央市立三島学校給食センター



●議案第 41 号　「四国中央市役所駐車場条例の一部を改正する条例について」

質問　　アクセルの踏み間違いによる転落を防止するような対策はなされているのか。

答弁　　Ｈ型の形鋼が入っている落下防止柵を採用しているため、追加の対策は行ってい

　　　ない。

●議案第 48 号　「四国中央市民会館川之江会館条例を廃止する条例について」

質問　　川之江会館廃止後の会館のその後の

　　　利用について伺う。

答弁　　川之江地区まちづくり計画に位置付

　　　けられている、ふれあい広場として整

　　　備することになっている。

質問　　閉館セレモニーなどの計画はあるか。

答弁　　三島会館と同様で、閉館セレモニー

　　　などは行わない。

●議案第 49 号　「令和元年度四国中央市一般会計予算（第２号）」【所管分】

質問　　コミュニティ助成事業の内容を伺う。

答弁　　一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として実施している。

　　　太鼓台修繕に関する助成で、今年度は２団体が対象となった。

質問　　風疹の予防注射などの対象者数を伺う。

答弁　　風疹とはしかの予防接種混合は、１歳と就学前に１回ずつ受ける。対象者はそれ

　　　ぞれ 600 人前後と見込んでいる。成人男性を対象とした抗体検査は、今年度の対象

　　　者が 4,339 人であり、抗体の低い方は２割程度と試算している。

質問　　森林環境譲与税の使い道など内容について伺う。

答弁　　市町村が行う間伐や人材育成、担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発などの

　　　森林整備やその促進に関する費用に充てることを目的としている。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中総務市民委員会の審査概要

◎石川　　剛　○石津千代子　　国政　　守　　三好　　平　　　◎委員長
　吉田善三郎　　原田　泰樹　　谷　　國光  　西岡　政則　　　○副委員長

四国中央市民会館川之江会館

議会を傍聴してみませんか ?
　本会議及び委員会は原則として公開していますので、どなたでも傍聴することができます。傍聴を希望され

る方は、本会議及び委員会当日に、市役所６階で傍聴人受付簿に住所、氏名を御記入のうえ、傍聴してください。

　また、本会議の様子はケーブルテレビ、インターネットで生中継をしています。



　◆放課後児童クラブの１日も早い完全復活を望む

　　　突然の小学３年生の受け入れ不能通達は、極めて乱暴であって、保護者たちの混乱と困惑を招いて

　　　いる。人手不足は、これからますます深刻になる中で、例えば高校生アルバイトを戦力と捉えて支

　　　援員として協力してもらうなど、工夫と発想の転換で放課後児童クラブの完全な復活と充実を望む。

谷　 國光 議員

　　　市長、福祉部長

　高校生に関しての公的なアルバイトについては、県教育委員会をはじめ、学校側のご理
解を得られるものと聞いている。しかしながら、夏休みには有効であるが、学期中につい
ては現実的には難しいと考える。そこで今後の方策としては、懸命に支援員の確保に努め
るとともに、地域の方の力や知恵も借りながら、新たな方向性を見出して参りたい。来年
度に向けては、支援員の待遇改善や、保護者負担の見直しも含めて、放課後児童クラブを
必要とされる方が、確実に利用できるよう実施体制を確立するとともに、地域社会が一丸
となって子どもたちが安心して放課後を過ごせる環境を整えるための取り組みについて
も、関係機関との協議を粘り強く進めていきたい。

その他の質問　○市営住宅における障がい者への対応から、市民目線での応対と対応は全くできていない

番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

承認第１号  四国中央市税条例等の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 承　　認

承認第２号
 令和元年度四国中央市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）の専決処
 分の承認を求めることについて

承　　認

議案第 40 号  消費税率等の引上げに伴う関係条例の整備について 原案可決

議案第 41 号  四国中央市役所駐車場条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 42 号  四国中央市基金条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 43 号  四国中央市立学校給食共同調理場設置条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 44 号  四国中央市郷土資料館条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 45 号  四国中央市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 46 号  四国中央市介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 47 号  四国中央市火災予防条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 48 号  四国中央市民会館川之江会館条例を廃止する条例について 原案可決

議案第 49 号  令和元年度四国中央市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 50 号  令和元年度四国中央市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 51 号  四国中央市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 52 号  四国中央市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 53 号  物品購入契約の締結について　【消防ポンプ自動車（ＣＤー１型）購入】 原案可決

議案第 54 号  四国中央市教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 55 号  四国中央市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同　　意

意見書
第１号

 国民健康保険の国庫負担割合の引き上げと子供の均等割軽減を求める意見書について 原案可決

意見書
第２号

 「家庭教育支援法」の制定を求める意見書について 原案可決

30 年
請願第２号

 「後期高齢者の窓口負担の見直し」に当たり、原則１割負担の継続を求める意見書の提
 出を求める請願

趣旨採択

30 年
陳情第２号

 「家庭教育支援法」の制定を求める意見書の提出を求める陳情 採　　択

31 年
陳情第１号

 奥山等の杉・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮）で順次計画的に皆伐を進め、
 天然林に戻すことを求める陳情

継続審査

31 年
陳情第２号

 市有林（人工林）の自然林化に関する陳情 継続審査

令和元年 第２回 四国中央市議会定例会　議決結果一覧



　

　

　◆プライバシーの脅威を拡大するマイナンバーは慎重な扱いを求める

　　　マイナンバー制度導入２年余りで 779 件の個人情報漏洩。うち 15 件が 100 人分以上の情報漏洩などの重大

　　　事故。政府は普及率 13％のマイナンバーカードの拡大に、使わざるを得ない状況作りに必死で、最近「戸

　　　籍」への紐付けを決定。戸籍は親族や身分関係などのプライバシー情報であり、紐付けはしないなど慎重

　　　な取り扱いを求める。

　　　 市長

　戸籍法の一部改正により、マイナンバー制度への参加が定められたが、これにより社会保
障に関する行政手続きにおいて、従来必要があった戸籍謄抄本の添付が省略できることとな
る。合わせて戸籍の届出においても添付が省略でき、本籍地以外での戸籍謄抄本の発行もで
きるようになる。これらは住民の利便性が高く、行政の効率化にもつながると認識している
ので、当市も実現に向けて推進していきたいと考えている。
　情報漏洩や不正利用に対しては、法制上の保護措置がとられている。システム上の保護措
置については、情報の送受信が行政機関相互間の専用ネットワークによるものであることや、
不正参照を防止するシステムであることが定められており、これらの遵守により漏洩防止が
図られるものと考える。
その他の質問　○あまりに高過ぎる国民健康保険料の引き下げを求めて
　　　　　　　○「改革工程表 2018」が示す高齢者施策の方向について

青木 永六 議員

　　　 市長、市民部長、建設部長

　交通渋滞については、中核病院であることから、災害時には多数の市民の方が車で乗り
つけることや、救急車両が通るなど普段考えられない渋滞が想定される。その時々の状況
によって違うことを配慮しながら、液状化も含めて渋滞緩和対策として、できることを関
係機関と協議しながら進めていく。
　四国中央病院の跡地利用については、公立学校共済組合の所有であるが、市としても連
携を図っていきたいと考える。
　市道病院西線の拡幅について、市としては現在の四国中央病院の移転が具現化された時
点において、当該道路の拡幅について検討していきたいと考える。

◆四国中央病院と三島医療センターを統合した中核病院建設に関連して

　　　三島医療センターの場所に建設予定の中核病院までのアクセスルートは、液状化対策のほかに交通渋滞緩

　　　和対策が必要ではないか。また、現在川之江町にある四国中央病院の跡地利用については住民の意見を聞

　　　くべき。高原ふるさと館に入る市道病院西線の拡幅改良工事を望む。

吉田善三郎 議員
その他の質問　○市は自治会の実態把握と加入促進の効果的な施策を講じていくべきではないか

◆コミュニティ・スクールについて

　　　コミュニティ・スクールとは、学校と保護者や地域の方々が力を合わせて、それぞれの立場で子ど

　　　もの成長を支えていく仕組みと理解している。モデル校として５校がコミュニティ・スクールに手

　　　を挙げられた。そこで、来年度から本格導入の拡大について伺う。

谷内　 開 議員

　　　教育長

　導入拡大について、各学校や地域における実情や取り組みが異なることから、導入に向
けての条件整備やネットワークの構築、研修機会の確保などが必要になってくる。教職員
や保護者、地域の方々に対して理解を進めるために、モデル校の取り組みやその必要性を
広く周知していきたいと考える。コミュニティ・スクールの円滑な導入を推進するために
は、学校と地域を結ぶ「地域コーディネーター」の役割が重要であり、その育成にも努め
たいと考える。来年度からの正式導入に向けて、希望する学校においては、一定の準備期
間を設け、確実に学校運営協議会が設置できると判断した学校について、順次指定を行い、
地域とともに歩む学校づくりを推進していきたいと考える。

その他の質問　○道路維持、管理の効率化について　　○熱中症対策について

　　　　　　　○防災・減災について



　

　

　

◆防災・減災に向けて、民間との協働について

　　　災害に備えて行政と民間の協働体制を整えていくことの重要性、必要性は言うまでもない。そこで重機な

　　　どの借り上げ協定の現状はどうなっているのか。また民間でのＢＣＰ策定の支援制度についてはどうか。

　　　そしてＡＥＤ設置情報の公開のための方策はどうなっているのか。

　　　市長、副市長、消防長

　本年５月末現在、本市が締結する災害時応援協定のうち、民間２団体との間で、バックホ
ウやクレーンなどの重機借り上げに関する協定を締結している。
　民間事業所向けのＢＣＰ策定の支援制度については、県が実施する「愛媛県中小企業融資
制度」の中にＢＣＰを策定し、施設や設備などの導入・改善を行う際に、一定額の融資を受
けることができる「チャレンジ企業支援資金」がある。
　ＡＥＤ設置情報については、現在、市のホームページやパンフレットなどで公開している。
救命率向上の目的からも、今後、市内の事業所に対して、設置情報公開の重要性について理
解と協力を求め、一つでも多くの協力事業所の拡大に努めていきたい。

その他の質問　〇嶺南地域の観光資源としての価値をどう生かすか石川　 剛 議員

　　　消防長

　液体ミルクについては、今年の３月から販売開始されたばかりで、一般に普及していな
いことや、賞味期限が約６か月から１年と短い上に粉ミルクに比べコストがかかることな
どの理由により、本市では現在のところ備蓄されていない。しかしながら、液体ミルクは
無菌状態で密閉されているため、衛生面においても安全であることや湯に溶かす必要がな
いため、水道や電気、ガスが使えない災害時においても利便性が高いこと、さらには子育
て中の母親の負担軽減につながるという多くのメリットがある。今後、商品開発の動向に
注視しつつ、乳幼児の健康面での安全性を最優先とし、調査研究をしていきたい。

◆液体ミルクの活用について

　　　福祉避難所に粉ミルクの備蓄がされているが、この度、製造を承認された液体ミルクが製品化され、発売

　　　されたとのこと。調乳の必要がない液体ミルクは便利であるとの事であり、この液体ミルクの備蓄に向け

　　　ての方向性を伺う。

眞鍋 幹雄 議員 その他の質問　○新元号「令和」によせて　○トレッキングについて

　　　　　　　○コンビニエンスストアなどでの住民票などの取得について

◆生活支援ハウスの継続を求める
　　　当初予算に生活支援ハウス事業として 6,149 千円計上しているが、現在休止となっている理由を問

　　　う。本事業の内容と過去６年間の実績を問うとともに、利用期間の２年制限対応を聞く。第７期介

　　　護保険事業計画は「生活支援ハウス事業を実施」としており、今後の対応を問う。

三好　 平 議員

　　　福祉部長、高齢介護課長

　休止となった経緯について、近年本事業の利用者は減少傾向にあり、福祉施設の充実な
どにより他の施設を選択される方が多くなったためだと思われる。平成 29 年 11 月を最後
に新たな申請もなく、令和元年度の当初予算編成時に入居していた１名が本年３月に退去
したため、一時事業を休止している。過去６年の実績としては、入居者については延べ 15
人で、それぞれ入居期間は２か月から２年間となっている。利用期間の限度が２年である
ことについて、利用者の状況に応じて 12 月を限度とし延長できることとしており、最長
２年利用可能で通算ではなく継続利用１回の限度である。短期間の利用を前提とした施設
であるが、実際の入居者については、体調や生活環境などを踏まえつつ、柔軟な運用を図る。
この事業の周知に努め、随時の入居相談などに対応し、的確なニーズ把握に努めるととも
に今後の方針を検討していく。地域の特性として非常に人のつながりの深いところだと思
うので、つながりを大事に利用促進を図っていきたい。

その他の質問　○コンパクトシティ・プラス・ネットワークの危惧の解消を求める

　　　　　　　○職員採用の充実を求める



　

　

　

◆放課後児童クラブ待機解消について

　　　放課後児童クラブが、市の東部地区で支援員不足であり、本年度から３年生以上の受け入れが中止

　　　されている。その状況と夏休みの対策及び今後の抜本対策を伺う。

　　　市長、副市長、福祉部長
　新聞報道にもあったように、今年度放課後児童クラブには 965 名の利用申し込みがあり、
必要とされる支援員の数は、市の設置基準で 115 名であったが、４月当初で確保数は 62 名
に留まった。このことから 19 校区のうち７校区において３年生以上の児童 157 名が受け入
れできない状況である。
　夏休みについては、10時間にわたる開設となり、通常より多くの支援員が必要となるため、
夏休み期間に限定したアルバイト雇用についても例年通り募集している。市をあげて支援
員の確保に取り組み、待機の解消に努めたい。
　長期的には、地域コミュニティの再生へ向けた諸施策を展開する中で、地域の皆さまの
見守り体制の中で、子どもたちが安心して過ごせる居場所の充実も図りたい。

　　　市長、選挙管理委員会事務局長
　選挙公報は、有権者にとって立候補者の政策や公約などを伝える重要な情報源であり、投
票の判断材料として重要な役割を担っているものと考える。発行については、各自治体の条
例の定めるところによって発行されることとなっている。市政選挙は、国政選挙に比べて期
間が短く、告示から投票日までの間が１週間と短期間の中で、選挙公報の発行と構成、編集、
配布に関する行政内外の体制について、迅速かつ円滑にできるかが大きな課題となっている。
　また、昨年 12月市議会で議決をいただき、2020 年の市議会選挙からは、個人用のビラの
発行を公費で賄えるよう条例が改正され、よりわかりやすく有権者に立候補者の情報を発信
できるようになっている。今後も有権者が選挙に関心を持てるような施策を推進し、投票率
の向上に努めていきたいと考える。

◆市民にとってわかりやすい選挙を。選挙公報の発行を進めるべき

　　　選挙の公営化が進み、以前に比べて立候補しやすくなったが、有権者への配慮はどうか。全ての候

　　　補者の情報を届け、有権者の知る権利を保障することは当たり前ではないか。市民にとってわかり

　　　やすい選挙を目指し、候補者の政策・人柄を伝える選挙公報を発行すべき。

その他の質問　○保育園の待機児童を解消し、より良い保育の実現を

　　　　　　　○子どもと保護者の期待に応える放課後児童クラブの充実のために

一 般 質 問 ※紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約して掲載しています

吉原　 敦 議員

　　　市長、教育長、教育管理部長
　新居浜市の実例として、放課後子ども教室は市内に 15か所あり、自治会などで構成するま
ちづくり団体が主体となり、月１回から週１回程度、各地域の実態に応じた活動を展開して
いる。また、学校教育課に地域学校協働係を設置し、放課後児童クラブ、放課後子ども教室
などの担当を一本化している。
　本市においては、生涯学習課、こども課、関係機関で「四国中央市放課後子どもプラン運
営委員会」を設置し、実施状況や課題、情報共有などを図っている。
　放課後児童クラブ、放課後子ども教室については、地方自治体の対応は遅れており、実態
の方が早く進行している。そのため、国が方向性を示しても簡単に地方はついていけていな
い。支援員なども需要ができて初めて必要となる。このことが今の地方行政の難しい点である。
夏休みの対策としては、本市のスペシャルチームを作り対応をしていきたい。

◆放課後子ども教室が放課後児童クラブを補えるか

　　　放課後子ども教室の可能性を知ることで、放課後児童クラブに入会できない保護者の助けにならな

　　　いのか。新居浜市の実例を問うと同時に、夏休みに向かって教育委員会、福祉部局の連携の動き、

　　　国の進める総合児童プランにのっとった市の素早い対応を求める。

山川 和孝 議員

飛鷹 裕輔 議員

その他の質問　○保育園の入園について　○小・中学校のＩＣＴ環境整備について

　　　　　　　○中田井浄水場更新事業について
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　令和元年第２回定例会は、去る６月４日から６月

25 日までの 22 日間の会期で開かれました。

　今定例会には、市長提出議案 18 件、意見書２件

が上程されました。

主な内容
① 一般質問 ･･････････････P35 ～ P32
② 議決結果一覧 ････････････････P32
③ 委員会の審査概要 ･･････P31 ～ P29
④ 啓発活動について ････････････P28
⑤ 女性議会について ････････････P27

※ 36 ページから 27 ページまでが議会だよりとなっています
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議会報告会 開催します！

７月 12 日（金）　
余木崎海水浴場海開き安全祈願行事

７月 13 日（土）
寒川豊岡海浜公園ふれあいビーチ海開き


